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介護人材の必要数（厚労省） 
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【需要見込みと現状推移シナリオによる供給見込みとの差】 

・ 2020年度末までに約26万人、2025年度末までに約55万人の 
 介護人材を確保する必要があるとされています。 
※ 平成30年5月21日 第7期介護保険事業計画に基づく介護人材の必要数について 



総合的な介護人材確保対策(主な取組)(厚労省) 
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※ 平成30年5月21日 第7期介護保険事業計画に基づく介護人材の必要数について 



区内介護サービス事業所における外国人従事者 
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※ H30.9.30現在（大田区介護サービス事業所介護人材等に係る調査） 

【在留資格別構成比】        【国籍別構成比】 



区内外国人材に対する支援 
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・ 区内の介護施設においては、日本人の配偶者等を中心として一 
 定数の外国人が介護業務に従事しています。 
・ 当該外国人に日本語能力及び介護技術の習熟支援及び受け 
 入れ介護施設に対する支援を行うことにより、一層の就労の機会 
 拡大及び定着を図ることができるものと考えられます。 
 
 
大田区社会福祉協議会、国際都市おおた協会主催、大田区共
催により研修等を実施します。 
【介護施設向け研修会】 
外国人と働くということ ～多文化共生の社会をめざして～ 
【外国人職員向け介護の日本語ワークショップ】 
ビジネス日本語教室 介護の日本語 



外国人と働くということ ～多文化共生の社会をめざして～ 
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項目 内容 

日時 ８月７日（水） 15時~17時  本日！ 

会場 大田区社会福祉センター４階会議室 

講師 早稲田大学大学院日本語教育研修科 
宮崎 里司教授 

主催 社会福祉法人大田区社会福祉協議会 

内容 外国人材受入れ状況や課題、施設側の心構え、今
後の動向など 

・ 本日開催ですが、ご参加いただけます。 



介護の日本語 ワークショップ 
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項目 内容 

日時 ９月５日（木）、12日（木）、19日（木）、 
26日（木） 全４回 各日14時~17時 

会場 大田区社会福祉センター６階会議室 

対象 区内介護施設に就労する外国人。就労経験があり復
職を考えている外国人。（EPAは滞在歴1年未満） 

主催 一般財団法人国際都市おおた協会 

内容 介護の日本語、介護のことば、介護現場でのコミュニ
ケーション、記録と申し送り 

・ 全４回へのご参加をお願いします。 



終わり 
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ご清聴ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
【担当】 
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